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はしがき 

 

沖縄県では、「沖縄２１世紀ビジョン基本計画」の着実な推進を図るため、「沖縄

２１世紀ビジョン実施計画」で示した「施策」と「主な取組」を対象に、Plan(計

画)、Do(実施)、Check(検証)、Action(改善)のいわゆるＰＤＣＡサイクルを導入

し、毎年度、検証や改善を継続的に行っている。この実施結果に基づく計画の進捗

管理と施策の評価を通じて、県政の効果的な推進を図っている。 

 

実施計画で示した「施策」とその施策を推進する手段である「主な取組」のう

ち、令和２年度に実施した 256の「施策」と、1,568の「主な取組」を対象に、推

進状況や成果指標の達成状況等を取りまとめ、その結果を公表した。 

 

県民生活向上への効果等を示す成果指標の状況では、全体の 76.8％が実施計画

策定時の沖縄県の状況を表す基準値より｢前進｣となり、36.6％が令和２年度の計

画値を達成する結果となった。 

 

また、令和２年度に実施した各取組の進捗状況については、68.2％が｢順調｣に

推進されている。この結果、施策の 37.5％が順調あるいは概ね順調に推進してい

る状況となっている。 

 

沖縄県ＰＤＣＡでは、外部環境（社会・経済情勢の変化）を踏まえ、内部要因

（県の制度、執行体制など）や取組の実施方法などの改善余地について検証する

とともに、それに対する改善案の提示やこれまでの改善状況を評価・分析し、より

よい取組の展開につなげている。特に令和２年度の施策に与えた新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響は大きく、多くの取組において縮小・中止等に伴う進捗の

遅れが見られたが、一部の取組ではオンライン対応へ切り替えを図るなど、感染

対策を行いながら施策を推進する取組の展開が見られた。 

 

本報告書は、公表結果のうち、施策総括表、成果指標一覧等を編さんしたもので

あり、各施策の推進状況や推進戦略案を庁内はじめ関係機関と共有し、今後の更

なる取組改善につなげることで、基本計画の着実な推進及び令和４年度以降の新

たな振興計画の策定、推進の一助となることを期待するものである。 

 

今後は、ＰＤＣＡの公表結果に対する県民意見等を踏まえ、この結果を取組の

継続的改善や、予算要求等に活用することにより、基本計画の着実な推進と令和

４年度以降の新たな振興計画の策定、推進を図ってまいりたい。 

 

 

令和４年２月 

沖縄県企画部長 宮城 力 
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